
教育委員会（第６回）定例会 

令和８年６月３０日（火） 

１０時００分～１１時３０分 

次 第 

１ 開会 

２ 議案 

第２６号議案 久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱について 

第２７号議案 久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は委嘱に 

ついて 

第２８号議案 久留米市社会教育委員の委嘱について 

第２９号議案 久留米市立図書館協議会委員の任命について 

３ 報告事項 

（１）教育委員会後援事業等に関する報告

（２）令和８年第２回（６月）久留米市議会一般質問回答要旨

  ４ その他 

  ５ 今後のスケジュール 

６ 閉会 
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議案２６－１ 

第２６号議案  

 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について  

  

上記の議案を提出する。  

令和８年６月３０日  

教育長  井  上  謙  介  

 

提案理由  

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の辞任に伴い、後任の委

員を任命し、又は委嘱しようとするものである。  
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議案２６－２ 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について  

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市生涯学

習センター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。  

 

記  

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(1) セ ン タ ー

の利用者  
牟田
む た

 伸子
の ぶ こ

 
久留米市生涯学習センター  

利用者の会  

令和 8 年 7 月 1 日  

から  

令和 9 年 6 月 30 日  

まで  

(2) 社 会 教 育

の関係者  
田㞍
た じ り

 三咲子
み さ こ

 
久留米市小・中学校ＰＴＡ

連合協議会  

鶴田
つ る だ

 典子
の り こ

 
久留米市小・中学校ＰＴＡ

連合協議会  

髙木
た か き

 真由美
ま ゆ み

 
福岡県教育庁北筑後教育事

務所  

(3) 学 校 教 育

の関係者  
江頭
え が し ら

 信人
の ぶ ひ と

 久留米市中学校長会  
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議案２６－３ 

久留米市野中生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について 

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教育委員

会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市野中生涯学習セン

ター運営委員会委員に任命する。 

 

記 

 

区 分 氏 名 所  属 任 期 

(3)学校教育

の関係者 
江頭
え が し ら

 信人
の ぶ ひ と

 久留米市中学校長会 

令和 8 年 7 月 1 日 

から 

令和 9 年 6 月 30 日

まで 
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議案２６－４ 

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会委員の任命又は

委嘱について  

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教育委員

会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市田主丸生涯学習セ

ンター運営委員会委員に委嘱する。  

 

記  

区  分 氏  名 所  属 任期 

(2)社会教育

の関係者 
栗木
く り き

 信行
のぶゆき

 
田主丸地域校区まちづくり

振興会連絡会議 

令和 8 年 7 月 1 日 

から 

令和 9 年 6 月 30 日 

まで 
久保山
く ぼ や ま

 武則
たけのり

 
久留米市１ブロック 

小中ＰＴＡ協議会 
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議案２６－５ 

久留米市北野生涯学習センター運営委員会委員の任命

又は委嘱について  

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市北野

生涯学習センター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。  

 

記  

区  分  氏  名  所  属  任  期  

(2)社会教育

の関係者  
秋山
あ き や ま

 廣美
ひ ろ み

 北野校区まちづくり振興会  

令和 8 年 7 月 1 日

から  

令和 9 年 6 月 30 日

まで  

行德
ぎょうとく

 ノリ子
の り こ

 北野町老人クラブ連合会  

阿部
あ べ

 真樹子
ま き こ

 北野中学校ＰＴＡ  

堀田
ほ り た

 望美
の ぞ み

 大城小学校ＰＴＡ  

(3)学校教育

の関係者  
平田
ひ ら た

 末男
す え お

 北野中学校  

山浦
や ま う ら

 健
たけし

 大城小学校  
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議案２６－６ 

久留米市城島生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について  

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教育委員

会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市城島生涯学習セン

ター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。  

記  

 

区 分 氏 名 所 属 任 期 

(2) 社 会 教 育

の関係者 
執行
しぎょう

 洋子
よ う こ

 城島女性ネットワーク 
令和 8 年 7 月 1 日 

から 

令和 9 年 6 月 30 日 

まで 

(3) 学 校 教 育

の関係者 
石塚
いしづか

 美和子
み わ こ

 城島小中学校長会 
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議案２６－７ 

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

について 

 

久留米市生涯学習センター運営委員会規則（平成１３年久留米市教育委員

会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市三潴生涯学習セン

ター運営委員会委員に任命する。  

 

記 

 

区 分 氏 名 所 属 任 期 

(3)学校教育

の関係者 
松岡
まつおか

 満廣
みつひろ

 久留米市立三潴中学校 
令和 8 年 7 月 1 日 

から 

令和 9 年 6 月 30 日 

まで 
田中
た な か

 聖子
せ い こ

 久留米市立三潴小学校 
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             議案２６－資料１ 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センター

の利用者 川島
かわしま

 芳子
よ し こ

 
久留米市生涯学習センタ

ー利用者の会 
川島
かわしま

 芳子
よ し こ

 
久留米市生涯学習センタ

ー利用者の会 

木下
きのした

 等
ひとし

 
久留米市生涯学習センタ

ー利用者の会 
※牟田

む た

 伸子
の ぶ こ

 
久留米市生涯学習センタ

ー利用者の会 

(2)社会教育

の関係者 鳥越
とりごえ

 忠廣
ただひろ

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 
鳥越
とりごえ

 忠廣
ただひろ

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 

行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

    久留米市子ども会連合会 行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

    久留米市子ども会連合会 

江上
え が み

 昭子
あ き こ

 
久留米市女性の会婦人会

連絡協議会 
江上
え が み

 昭子
あ き こ

 
久留米市女性の会婦人会

連絡協議会 

武谷
たけのや

 利佳
り か

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 
※田㞍

た じ り

 三咲子
み さ こ

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 

佐藤
さ と う

 佐和
さ わ

香
か

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 
※鶴田

つ る だ

 典子
の り こ

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 

久我
く が

 敏
とし

博
ひろ

 久留米連合文化会 久我
く が

 敏
とし

博
ひろ

 久留米連合文化会 

深川
ふかがわ

 剛
つよし

 
社会福祉法人 

久留米市社会福祉協議会 
深川
ふかがわ

 剛
つよし

 
社会福祉法人 

久留米市社会福祉協議会 

今村
いまむら

 美恵子
み え こ

 
久留米男女平等推進 

ネットワーク 
今村
いまむら

 美恵子
み え こ

 
久留米男女平等推進 

ネットワーク 

川波
かわなみ

 由
よし

臣
おみ

 
福岡県教育庁北筑後教育

事務所 
※髙木

た か き

 真由美
ま ゆ み

 
福岡県教育庁北筑後教育

事務所 

(3)学校教育

の関係者 豊田
と よ だ

 嘉代
か よ

 久留米市小学校長会 豊田
と よ だ

 嘉代
か よ

 久留米市小学校長会 

田中
た な か

 雅
まさ

信
のぶ

 久留米市中学校長会 ※江頭
えがしら

 信人
のぶひと

 久留米市中学校長会 

(4)学識経験

者 吉武
よしたけ

 憲
けん

治
じ

 久留米市議会 吉武
よしたけ

 憲
けん

治
じ

 久留米市議会 

菊竹
きくたけ

 章
しょう

剛
ごう

 
特定非営利活動法人 

久留米音楽協会 
菊竹
きくたけ

 章
しょう

剛
ごう

 
特定非営利活動法人 

久留米音楽協会 

(5)その他教

育委員会が

必要と認め

る者 

伊
い

﨑
ざき

 より子
こ

 
久留米市男女平等推進セ

ンター利用者連絡協議会 
伊
い

﨑
ざき

 より子
こ

 
久留米市男女平等推進セ

ンター利用者連絡協議会 

※は新任委員 
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議案２６－資料２ 

久留米市野中生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センター

の利用者 川島
かわしま

 哲夫
て つ お

 

野中生涯学習センター
登録団体 
ジュピター（卓球同好
会） 

川島
かわしま

 哲夫
て つ お

 

野中生涯学習センター
登録団体 
ジュピター（卓球同好
会） 

井上
いのうえ

 範子
の り こ

 

野中生涯学習センター
登録団体 
女声合唱団コール・タン
ポポ 

井上
いのうえ

 範子
の り こ

 

野中生涯学習センター
登録団体 
女声合唱団コール・タン
ポポ 

下田
し も だ

 麻子
あ さ こ

 

野中生涯学習センター
登録団体 
久留米かるた会 

下田
し も だ

 麻子
あ さ こ

 

野中生涯学習センター
登録団体 
久留米かるた会 

(2)社会教育

の関係者 行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 
久留米市子ども会連合

会 
行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 
久留米市子ども会連合

会 

稲
い な

益
ま す

 久之
ひ さ ゆ き

 
（公財）久留米市スポー

ツ協会 
稲
い な

益
ま す

 久之
ひ さ ゆ き

 
◆（公財）久留米市スポ

ーツと学びの財団 

(3)学校教育

の関係者 田中
た な か

 雅
ま さ

信
のぶ

 久留米市中学校長会 ※江頭
え が し ら

 信人
の ぶ ひ と

 久留米市中学校長会 

(4)学識経験

者 堺
さかい

 太一郎
た い ち ろ う

 久留米市議会 堺
さかい

 太一郎
た い ち ろ う

 久留米市議会 

藤村
ふじむら

 やよい 元久留米信愛短期大学 藤村
ふじむら

 やよい 元久留米信愛短期大学 

(5)その他教

育委員会が

必要と認め

る者 

原
はら

 英治
え い じ

 
久留米市子ども未来部 

青少年育成課 
原
はら

 英治
え い じ

 
久留米市子ども未来部 

青少年育成課 

※は新任委員 ◆は財団名変更 
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議案２６－資料３ 

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センター

の利用者 澤田
さ わ だ

 幸雄
ゆ き お

 田主丸町文化協会 澤田
さ わ だ

 幸雄
ゆ き お

 田主丸町文化協会 

上野
う え の

 智子
と も こ

 
NPO法人田主丸 

カル・スポクラブ 上野
う え の

 智子
と も こ

 
NPO法人田主丸 

カル・スポクラブ 

(2)社会教育

の関係者 田
た

籠
ごもり

 道博
みちひろ

 
田主丸地域校区まちづ

くり振興会連絡会議 
※栗木

く り き

 信行
のぶゆき

 
田主丸地域校区まちづ

くり振興会連絡会議 

後藤
ご と う

 誠志郎
せ い し ろ う

 
久留米市１ブロック 

小中ＰＴＡ協議会 
※久保山

く ぼ や ま

 武則
たけのり

 
久留米市１ブロック 

小中ＰＴＡ協議会 

小西
こ に し

 裕也
ひ ろ え

 
久留米市スポーツ  

推進委員連絡協議会 小西
こ に し

 裕也
ひ ろ え

 
久留米市スポーツ 

推進委員連絡協議会 

上村
うえむら

 好
よしみ

 田主丸体育振興協会 上村
うえむら

 好
よしみ

 田主丸体育振興協会 

北川
きたがわ

 和子
か ず こ

 田主丸町商工会 北川
きたがわ

 和子
か ず こ

 田主丸町商工会 

竹上
たけがみ

 愛子
あ い こ

 
田主丸町地域婦人会連

絡協議会 
竹上
たけがみ

 愛子
あ い こ

 
田主丸町地域婦人会連

絡協議会 

(3)学校教育

の関係者 
蒲生
が も う

 好子
よ し こ

 
田主丸事務所管内小・中

学校長連絡会 
蒲生
が も う

 好子
よ し こ

 
田主丸事務所管内小・中

学校長連絡会 

(4)学識経験

者 
古賀
こ が

 としかず 久留米市議会 古賀
こ が

 としかず 久留米市議会 

※は新任委員 
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議案２６－資料４ 

久留米市北野生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

        

       ※は、新任委員 

区 分 
旧 名 簿 新 名 簿（R8.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センター

の利用者 
樋口
ひ ぐ ち

 恵子
け い こ

 茶道「香和会」 樋口
ひ ぐ ち

 恵子
け い こ

 茶道「香和会」 

光
みつ

益
ます

 啓子
け い こ

 
スポンジテニス「いきい

きニュースポーツ」 
光
みつ

益
ます

 啓子
け い こ

 
スポンジテニス「いきい

きニュースポーツ」 

稲田
い な だ

 貴美子
き み こ

 大正琴「マーガレット」 稲田
い な だ

 貴美子
き み こ

 大正琴「マーガレット」 

鬼木
お に き

 健治
け ん じ

 北野創作太鼓「轍」 鬼木
お に き

 健治
け ん じ

 北野創作太鼓「轍」 

(2)社会教育

の関係者 
髙
たか

尾
お

 忠男
た だ お

 
北野校区まちづくり振

興会 ※秋山
あきやま

 廣美
ひ ろ み

 
北野校区まちづくり振

興会 

黒木
く ろ き

 正明
まさあき

 
北野校区まちづくり振

興会 
黒木
く ろ き

 正明
まさあき

 
北野校区まちづくり振

興会 

脇田
わ き だ

 篤
あつし

 
久留米市北野町文化協

会 脇田
わ き だ

 篤
あつし

 
久留米市北野町文化協

会 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米市北野女性の会 永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米市北野女性の会 

内田
う ち だ

 重義
しげよし

 
北野町老人クラブ連合

会 ※行德
ぎょうとく

 ノリ子
の り こ

 
北野町老人クラブ連合

会 

小坪
こ つ ぼ

 亮子
りょうこ

 北野中学校ＰＴＡ ※阿部
あ べ

 真樹子
ま き こ

 北野中学校ＰＴＡ 

野口
の ぐ ち

 友加江
ゆ か え

 大城小学校ＰＴＡ ※堀田
ほ り た

 望美
の ぞ み

 大城小学校ＰＴＡ 

(3)学校教育

の関係者 
田中
た な か

 雅
まさ

信
のぶ

 北野中学校 ※平田
ひ ら た

 末男
す え お

 北野中学校 

江島
え し ま

 陽子
よ う こ

 金島小学校 ※山浦
やまうら

 健
たけし

 大城小学校 

(4)学識経験

者 
吉冨
よしとみ

 巧
たくみ

 久留米市議会 吉冨
よしとみ

 巧
たくみ

 久留米市議会 
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              議案２６－資料５ 

久留米市城島生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏  名 所 属 氏  名 所 属 

(1)センター

の利用者 
小野
お の

 里江
さ と え

 城島町保育園連盟 小野
お の

 里江
さ と え

 城島町保育園連盟 

千代島
ち よ じ ま

 賢
けん

 久留米南部商工会 千代島
ち よ じ ま

 賢
けん

 久留米南部商工会 

江口
え ぐ ち

 真知子
ま ち こ

 福岡大城農業協同組合 江口
え ぐ ち

 真知子
ま ち こ

 福岡大城農業協同組合 

後藤
ご と う

 千秋
ち あ き

 グラスアートの会 後藤
ご と う

 千秋
ち あ き

 グラスアートの会 

(2)社会教育

の関係者 
執行
しぎょう

 洋子
よ う こ

 城島文化協会 ※執行
しぎょう

 洋子
よ う こ

 城島女性ネットワーク 

坂井
さ か い

 保子
や す こ

 
城島町老人クラブ 

連合会  
坂井
さ か い

 保子
や す こ

 
城島町老人クラブ 

連合会  

井手
い で

 秀則
ひでのり

 
久留米市城島町ＰＴＡ

連絡会 
井手
い で

 秀則
ひでのり

 
久留米市城島町ＰＴＡ

連絡会 

(3)学校教育

の関係者 城後
じょうご

 昌子
ま さ こ

 城島小中学校長会 ※石塚
いしづか

 美和子
み わ こ

 城島小中学校長会 

吉﨑
よしざき

 隆一
りゅういち

 城島地域幼稚園 吉﨑
よしざき

 隆一
りゅういち

 城島地域幼稚園 

(4)学識経験

者 池田
い け だ

 宏
ひろし

 
城島地域校区まちづく

り連絡会議 
池田
い け だ

 宏
ひろし

 
城島地域校区まちづく

り連絡会議 

堀田
ほ り た

 洸太朗
こ う た ろ う

  久留米市議会 堀田
ほ り た

 洸太朗
こ う た ろ う

  久留米市議会 

        

       ※は、新任委員 
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              議案２６－資料６ 

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センター

の利用者 
内田
う ち だ

 すなを 三潴文化協会 内田
う ち だ

 すなを 三潴文化協会 

喜田
き だ

 好
よし

香
か

 三潴文化協会 喜田
き だ

 好
よし

香
か

 三潴文化協会 

稲田
い な だ

 善
よし

嗣
つぐ

 三潴町尚寿会 稲田
い な だ

 善
よし

嗣
つぐ

 三潴町尚寿会 

渡邉
わたなべ

 美也子
み や こ

 
三潴町レクリエーション

協会 
渡邉
わたなべ

 美也子
み や こ

 
三潴町レクリエーション

協会 

(2)社会教育

の関係者 
幸山
こうやま

 裕美
ひ ろ み

 
三潴町小中学校父母教師

会連絡会 
幸山
こうやま

 裕美
ひ ろ み

 
三潴町小中学校父母教師

会連絡会 

(3)学校教育

の関係者 
新谷
しんたに

 祥
よし

生
お

 久留米市立三潴中学校 ※松岡
まつおか

 満廣
みつひろ

 久留米市立三潴中学校 

堤
つつみ

 裕美
ひ ろ み

 久留米市立西牟田小学校 ※田中
た な か

 聖子
せ い こ

 久留米市立三潴小学校 

(4)学識経験

者 
永田
な が た

 一伸
かずのぶ

 久留米市議会 永田
な が た

 一伸
かずのぶ

 久留米市議会 

田中
た な か

 俊博
としひろ

 元久留米市代表監査委員 田中
た な か

 俊博
としひろ

 元久留米市代表監査委員 

(5)その他教

育委員会が必

要と認める者 

山下
やました

 和代
か ず よ

 三潴体育振興協会 山下
やました

 和代
か ず よ

 三潴体育振興協会 

立石
たていし

 精
せい

二
じ

 
犬塚校区まちづくり振興

会 
立石
たていし

 精
せい

二
じ

 
犬塚校区まちづくり振興

会 

原武
はらたけ

 千津子
ち づ こ

 
三潴校区まちづくり振興

会 
原武
はらたけ

 千津子
ち づ こ

 
三潴校区まちづくり振興

会 

猿
さる

渡
わたり

 勉
つとむ

 
西牟田校区まちづくり振

興会 
猿
さる

渡
わたり

 勉
つとむ

 
西牟田校区まちづくり振

興会 

吉武
よしたけ

 富男
と み お

 
三潴地区民生委員・児童 

委員協議会 
吉武
よしたけ

 富男
と み お

 
三潴地区民生委員・児童 

委員協議会 

 

      ※は、新任委員 
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議案２６－資料７ 

○ 久留米市生涯学習センター条例（抜粋） 

平成２６年９月１９日 

久留米市条例第４７号 

（運営委員会の設置） 

第２４条 生涯学習センターの円滑な運営を図るため、久留米市生涯学習センター等複合施設条

例第２６条に掲げる久留米市生涯学習センター運営委員会のほか、次の表の左欄に掲げる生涯

学習センターごとに、同表右欄に掲げる運営委員会を置く。 

生涯学習センター 運営委員会 

久留米市野中生涯学習センター 久留米市野中生涯学習センター運営委員会 

久留米市田主丸生涯学習センター 久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会 

久留米市北野生涯学習センター 久留米市北野生涯学習センター運営委員会 

久留米市城島生涯学習センター 久留米市城島生涯学習センター運営委員会 

久留米市三潴生涯学習センター 久留米市三潴生涯学習センター運営委員会 

２ 前項の表の運営委員会の組織、運営及び所掌事務については、教育委員会が規則で定める。 

 

 

 

○ 久留米市生涯学習センター運営委員会規則（抜粋） 

平成１３年５月１１日 

久留米市教育委員会規則第３号 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、久留米市生涯学習センター（久留米市生涯学習センター条例第２条第１項の

表に掲げる施設をいい、以下「センター」という。）の円滑な運営を図るため、次に掲げる事

項について審議するものとする。 

(1) センターの運営及び事業の企画実施に関する事項 

(2) センターの利用及び普及に関する事項 

(3) その他特に必要と認める事項 

（定数） 

第３条 委員会の委員の定数は、次のとおりとする。 

委員会 定数 

久留米市生涯学習センター運営委員会 ２０人以内 

久留米市野中生涯学習センター運営委員会 １５人以内 

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会 １５人以内 
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議案２６－資料８ 

久留米市北野生涯学習センター運営委員会 １５人以内 

久留米市城島生涯学習センター運営委員会 １５人以内 

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会 １５人以内 

（委員） 

第４条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから久留米市教育委員会（以下「教育委員会」と

いう。）が任命又は委嘱する。 

(1) センターの利用者 

(2) 社会教育の関係者 

(3) 学校教育の関係者 

(4) 学識経験者 

(5) その他教育委員会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第５条 委員会の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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議案２７－１ 

第２７号議案  

 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は

委嘱について  

 

上記の議案を提出する。  

令和８年６月３０日  

教育長   井  上  謙  介  

 

提案理由  

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の辞任に伴い、後任

の委員を任命し、又は委嘱しようとするものである。  
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議案２７－２ 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又

は委嘱について   

 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会規則（平成 １７年久留米

市教育委員会規則第３５号）第３条の規定により、下記の者を久留米市

城島ふれあいセンター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。  

 

記  

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(3)学識経験者  

石塚
い し づ か

 美和子
み わ こ

 城島小中学校長会  
令和 8 年 7 月 1 日  

から  

令和 9 年 6 月 30 日  

まで  

(4)その他教育

委員会が必要と

認める者  

江頭
え が し ら

 和則
か ず の り

 
城島地域校区  

まちづくり連絡会議  
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             議案２７－資料１ 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員新旧対照表 

 

区 分 
旧名簿 新名簿(R8.7.1～) 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1)センタ

ーの利用者 小野
お の

 里江
さ と え

 城島町保育園連盟 小野
お の

 里江
さ と え

 城島町保育園連盟 

江上
え が み

 慶子
け い こ

 グループ野火 江上
え が み

 慶子
け い こ

 グループ野火 

原
はら

 嘉
よし

道
みち

 クラシックギターサークル 原
はら

 嘉
よし

道
みち

 クラシックギターサークル 

(2)天体に

深い関心と

知識を持つ

者 

西山
にしやま

 浩一
こういち

 城島天文台ボランティア 西山
にしやま

 浩一
こういち

 城島天文台ボランティア 

蒲池
か ま ち

 稔
みのる

 城島天文台ボランティア 蒲池
か ま ち

 稔
みのる

 城島天文台ボランティア 

波多
は た

 英
ひで

寛
ひろ

 国立大学法人熊本大学 波多
は た

 英
ひで

寛
ひろ

 国立大学法人熊本大学  

(3)学識経

験者 
堀田
ほ り た

 洸
こう

太朗
た ろ う

 久留米市議会 堀田
ほ り た

 洸
こう

太朗
た ろ う

 久留米市議会 

森
もり

 剛昭
たけあき

 城島小中学校長会 ※石塚
いしづか

 美和子
み わ こ

 城島小中学校長会 

(4)その他

教育委員会

が必要と認

める者 

松延
まつのぶ

 政雄
ま さ お

 
城島地域校区 

まちづくり連絡会議 
※江頭

えがしら

 和則
かずのり

 
城島地域校区 

まちづくり連絡会議 

光﨑
みつざき

 由香利
ゆ か り

 久留米市城島町ＰＴＡ連絡会 光﨑
みつざき

 由香利
ゆ か り

 久留米市城島町ＰＴＡ連絡会 

江口
え ぐ ち

 真知子
ま ち こ

 福岡大城農業協同組合 江口
え ぐ ち

 真知子
ま ち こ

 福岡大城農業協同組合 

松田
ま つ だ

 シクヱ
し く え

 久留米南部商工会 松田
ま つ だ

 シクヱ
し く え

 久留米南部商工会 

藤田
ふ じ た

 希
のぞみ

 福岡県立三潴高等学校 藤田
ふ じ た

 希
のぞみ

 福岡県立三潴高等学校 

神代
くましろ

 英子
え い こ

 
久留米市協働推進部 

男女平等推進センター 
神代
くましろ

 英子
え い こ

 
久留米市協働推進部 

男女平等推進センター 

※は新任委員 
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                 議案２７－資料２ 

○久留米市城島ふれあいセンター運営委員会規則（抜粋） 

平成１７年２月４日 

久留米市教育委員会規則第３５号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、久留米市城島ふれあいセンター条例（平成１６年久留米市条例第１１

２号。以下「条例」という。）第１５条第１項の規定により置かれた久留米市城島ふれあ

いセンター運営委員会（以下「委員会」という。）について必要な事項を定めるものとす

る。 

（平２７教規則４・一部改正） 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、久留米市城島ふれあいセンター（以下「センター」という。）の円滑な

運営を図るため、次に掲げる事項について審議するものとする。 

(1) センターの運営及び事業の企画実施に関する事項 

(2) センターの利用及び利用促進に関する事項 

(3) その他特に必要と認める事項 

（平２７教規則４・一部改正） 

（委員） 

第３条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから久留米市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が任命し、又は委嘱する。 

(1) センターの利用者 

(2) 天体に深い関心と知識を持つ者 

(3) 学識経験者 

(4) その他教育委員会が必要と認める者 

（平２７教規則４・一部改正） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

○久留米市城島ふれあいセンター条例（抜粋） 

平成１６年１２月２８日 

久留米市条例第１１２号 

（運営委員会） 

第１５条 センターの円滑な運営を図り、必要な事項を審議するため、センターに久留米市 

城島ふれあいセンター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、委員２０人以内をもって組織する。 

３ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員 

 の任期は、前任者の残任期間とする。 

（平２６条例４８・旧第１３条繰下・一部改正） 
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議案２８－１ 

第２８号議案  

 

久留米市社会教育委員の委嘱について  

 

上記の議案を提出する。  

令和８年６月３０日  

教育長   井  上  謙  介  

 

提案理由  

久留米市社会教育委員の辞任に伴い、後任の委員を委嘱しようとす

るものである。  
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議案２８－２ 

久留米市社会教育委員の委嘱について  

 

久留米市社会教育委員条例（昭和３６年久留米市条例第１１号）第

３条の規定により、下記の者を久留米市社会教育委員に委嘱する。  

 

記  

 

区   分  氏   名  所   属  任   期  

学 校 教 育

関係者  
辻
つ じ

 千枝子
ち え こ

 久留米市小学校長会 令和 8 年 7 月 1 日  

から  

令和 8 年 11 月 30 日  

まで  
社 会 教 育

関係者  
井手
い で

 秀則
ひでのり

 
久留米市小・中学校ＰＴＡ連合

協議会 
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議案２８－資料１ 

久留米市社会教育委員新旧対照表 

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R8.7.1～） 

氏 名 所  属 氏 名 所  属 

学校教育関係者 
小西
こ に し

 郁
いく

美
み

 久留米市小学校長会 ※辻
つじ

 千枝子
ち え こ

 久留米市小学校長会 

社会教育関係者 
田中
た な か

 幹雄
み き お

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 
田中
た な か

 幹雄
み き お

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 

大久保
お お く ぼ

 康
やす

博
ひろ

 久留米市子ども会連合会 大久保
お お く ぼ

 康
やす

博
ひろ

 久留米市子ども会連合会 

  永松
ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米市女性の会婦人会

連絡協議会 
 永松

ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米市女性の会婦人会

連絡協議会 

池田
い け だ

 耕
こう

平
へい

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 
※井手

い で

 秀則
ひでのり

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 

稲
いな

益
ます

 久之
ひさゆき

 
公益財団法人久留米市ス

ポーツ協会 
稲
いな

益
ます

 久之
ひさゆき

 
◆公益財団法人久留米市

スポーツと学びの財団 

家庭教育関係者 
稲
いな

益
ます

 英子
ひ で こ

 
久留米市民生委員児童委

員協議会 
稲
いな

益
ます

 英子
ひ で こ

 
久留米市民生委員児童委

員協議会 

学識経験者 
長野
な が の

 哲
さとし

 久留米市議会 長野
な が の

 哲
さとし

 久留米市議会 

江村
え む ら

 理奈
り な

 久留米大学 江村
え む ら

 理奈
り な

 久留米大学 

成田
な り た

 聖
さとし

 久留米工業大学 成田
な り た

 聖
さとし

 久留米工業大学 

※は、新任委員 ◆は財団名変更 
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議案２８－資料２ 

○社会教育法（抜粋）  

(昭和二十四年六月十日 ) 

(法律第二百七号 ) 

 

 (社会教育委員の設置 ) 

第十五条  都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。  

２  社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。  

 (社会教育委員の職務 ) 

第十七条  社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、

次の職務を行う。  

一  社会教育に関する諸計画を立案すること。  

二  定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、

意見を述べること。  

三  前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。  

 (社会教育委員の委嘱の基準等 ) 

第十八条  社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期その他社会教育委員

に関し必要な事項は、当該地方公共団体の条例で定める。この場合にお

いて、社会教育委員の委嘱の基準については、文部科学省令で定める基

準を参酌するものとする。  

 

 

○久留米市社会教育委員条例（抜粋）  

昭和 36 年 4 月 1 日  

久留米市条例第 11 号  

(目的及び設置 ) 

第 1 条  社会教育法 (昭和 24 年法律第 207 号 )第 15 条の規定により、社会

教育委員 (以下「委員」という。 )を置く。  

(定数 ) 

第 2 条  委員の定数は、 10 人以内とする。  

(委員 ) 

第 3 条  委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資す

る活動を行う者並びに学識経験のある者の中から、教育委員会が委嘱す

る。  

２  委員の任期は、 2 年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。  

 

26

JavaScript:void%20fnInyLink(104845,'3800100004200930h.html','J15')


 

議案２９－１ 

第２９号議案  

 

久留米市立図書館協議会委員の任命について  

 

 上記の議案を提出する。  

令和８年６月３０日  

教育長  井  上  謙  介  

 

提案理由  

久留米市立図書館協議会委員の任期が令和 ８年６月３０日をもっ

て満了するので、新任委員を任命しようとするものである。  
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議案２９－２ 

久留米市立図書館協議会委員の任命について 

 

 久留米市立図書館協議会条例第２条により、下記の者を久留米市立図書館協議会

委員に任命する。 

 

記  

 

区分 氏    名 所 属 任期  

学校教育の

関係者 

友野
と も の

 優里
ゆ り

 久留米市私立幼稚園協会 

令和 8 年 7 月 1 日  

から  

令和 10 年 6 月 30 日  

まで  

池田
い け だ

 香
か

保里
ほ り

 久留米市小学校長会 

北島
きたじま

 志保
し ほ

 久留米市中学校長会 

彌
いよ

永
なが

 順之
じゅんじ

 筑後地区公立高等学校等校長協会 

社会教育の

関係者 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米男女平等推進ネットワーク 

鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 久留米市校区まちづくり連絡協議会 

稲
いな

益
ます

  英子
ひ で こ

 久留米市社会教育委員 

家庭教育の

向上に資す

る活動を行

う者 

杉
すぎ

 和美
か ず み

 
図書館ボランティア 

おはなしボランティア（田主丸図書館） 

渡辺
わたなべ

 眞
ま

理
り

 
図書館ボランティア  

布のおくりもの（三潴図書館） 

靏
つる

 富
ふ

美子
み こ

 点訳ボランティア きつつき 

平野
ひ ら の

 由布子
ゆ ふ こ

 久留米市保育協会 

学識経験の

ある者 

藤林
ふじばやし

 詠子
え い こ

 久留米市議会 

梅野
う め の

 智美
と も み

 九州大谷短期大学 

永
なが

利
とし

  和則
かずのり

 福岡短期大学 

百
もも

鳥
どり

 直樹
な お き

 久留米大学 

今坂
いまさか

 真由美
ま ゆ み

 福岡県立図書館 
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議案２９－資料１ 

久留米市立図書館協議会委員  旧新対照表 （案） 

 

 

旧委員名簿 新委員名簿 

区 分 氏    名 役職名または所属 区 分 氏    名 役職名または所属 

学校教育の

関係者 友野
ともの 

 優里
ゆ り 

 久留米市私立幼稚園協会 
学校教育の

関係者 友野
ともの 

 優里
ゆ り 

 久留米市私立幼稚園協会 

池田
いけだ

 香
か

保里
ほ り

 久留米市小学校長会 池田
いけだ

 香
か

保里
ほ り

 久留米市小学校長会 

江頭
えがしら

 信人
のぶひと

 久留米市中学校長会 ※北島
きたじま

 志保
し ほ

 久留米市中学校長会 

井上
いのうえ

 淳 郎
じゅんろう

 
筑後地区公立高等学校等

校長協会 ※彌
いよ

永
なが

 順之
じゅんじ

 
筑後地区公立高等学校等

校長協会 

社会教育の

関係者 永松
ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米男女共同参画推進

ネットワーク 

社会教育の

関係者 永松
ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米男女平等推進ネッ

トワーク 

鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 
久留米市校区まちづくり

連絡協議会 

稲
いな

益
ます

  英子
ひでこ

 久留米市社会教育委員 稲
いな

益
ます

  英子
ひでこ

 久留米市社会教育委員 

家庭教育の

向上に資す

る活動を行

う者 

髙山
たかやま

 きよみ 
図書館ボランティア 

（北野図書館） 

家庭教育の

向上に資す

る活動を行

う者 

※杉
すぎ

 和美
かずみ

 
図書館ボランティア 

（田主丸図書館） 

富田
とみた 

 春美
はるみ 

 
図書館ボランティア 

（城島図書館） ※渡辺
わたなべ

 眞
ま

理
り

 
図書館ボランティア 

（三潴図書館） 

菊地
きくち 

 安美
やすみ 

 
音訳ボランティア 

せせらぎ ※靏
つる

 富
ふ

美子
み こ

 
点訳ボランティア 

きつつき 

塚 本
つかもと 

 高士
たかし 

 久留米市保育協会 ※平野
ひらの

 由布子
ゆ ふ こ

 久留米市保育協会 

学識経験の

ある者 藤 林
ふじばやし

 詠子
えいこ

 久留米市議会 
学識経験の

ある者 藤 林
ふじばやし

 詠子
えいこ

 久留米市議会 

梅野
うめの 

 智美
ともみ 

 九州大谷短期大学 梅野
うめの 

 智美
ともみ 

 九州大谷短期大学 

永
なが

利
とし

  和則
かずのり

 福岡女子短期大学 永
なが

利
とし

  和則
かずのり

 福岡短期大学 

百
もも

鳥
どり

 直樹
なおき

 久留米大学 百
もも

鳥
どり

 直樹
なおき

 久留米大学 

太郎
たろう

丸
まる

 仁
ひとし

 福岡県立図書館 ※今坂
いまさか

 真由美
ま ゆ み

 福岡県立図書館 

※は新任委員、他は再任。 
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議案２９－資料２ 

○ 久 留 米 市 立 図 書 館 協 議 会 条 例 （ 抜 粋 ）  

                           

昭 和 ５ ７ 年 ３ 月 ２ ９ 日  

                           

久 留 米 市 条 例 第 １ ３ 号  

 (趣 旨 及 び 設 置 )  

第 1 条  久 留 米 市 立 図 書 館 の 適 正 な 運 営 を 図 る た め 、図 書 館 法 ( 昭

和 2 5 年 法 律 第 1 1 8 号 ) 第 1 4 条 の 規 定 に 基 づ き 、 久 留 米 市 立 図

書 館 協 議 会 ( 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ) を 設 置 す る 。  

 (委 員 の 任 命 の 基 準 )  

第 2 条  教 育 委 員 会 は 、協 議 会 の 委 員 を 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 の

関 係 者 、 家 庭 教 育 の 向 上 に 資 す る 活 動 を 行 う 者 並 び に 学 識 経 験

の あ る 者 の 中 か ら 任 命 す る も の と す る 。  

(委 員 の 定 数 )  

第 3 条  協 議 会 の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。） の 定 数 は 、 ２ ０

人 以 内 と す る 。  

（ 委 員 の 任 期 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、 2 年 と す る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合

に お け る 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

2  委 員 は 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  
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※区分の★は新規に申請があったもの

№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

1 令和8年9月11日13:40～16:30 筑後地区書写教育研究大会 筑後地区書写教育研究会 久留米市立水分小学校 後援★ 学校教育課

2

①くるめ路上音楽祭
5月31日、6月28日、7月26日、8月30日、9月
27日、10月25日、11月29日､12月27日、1月31
日､2月28日､3月28日
②くるめジュニア音楽祭2026
9月20日（日）

世代を超えた音楽交流でまちに
賑わいを創り子供たちの夢を応
援しよう！「くるめ路上音楽祭」・
「くるめジュニア音楽祭2026」

KANIKAPILAMusicClub
①西鉄久留米駅東口広場
②久留米シティプラザ六角
堂広場

後援★ 生涯学習推進課

3 令和8年7月18日9:00～17:00 グランディールカップ FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（フィット
ネスエリア球技場（人工
芝））

後援 体育スポーツ課

4 令和8年6月27（土）11:30～12:30
石橋文化センター70周年記念う
たとピアノとパーカッションによる0
歳からのキッズコンサート

公益財団法人久留米文化振
興会

石橋文化ホール 後援 生涯学習推進課

5 令和8年10月25日（日)11:00～15:30 第53回久留米ちくご大歌舞伎
久留米ちくご大歌舞伎実行
委員会

久留米シティプラザ「ザ・グ
ランドホール」

後援 生涯学習推進課

6
令和8年5月23日8:00～18:00
                 24日8:00～16:00

西日本学生剣道大会（男子71回・
女子41回）

九州学生剣道連盟 久留米アリーナ 後援 体育スポーツ課

7 令和8年7月26日9:00～17:00
令和8年度福岡県タレント発掘事
業体力・運動能力測定会

公益財団法人福岡県スポー
ツ振興センター

久留米総合スポーツセン
ター

後援 体育スポーツ課

8 令和8年6月21日10:00～12:00 FCクラルテサッカー体験会 FCクラルテ
久留米市立竹野小学校グ
ラウンド（雨天時：体育館）

後援 体育スポーツ課

9
令和8年7月25日（土）～令和8年7月26日
（日）

EnglishCamp2026SUMMER 一般社団法人子ども基地局
福岡自治研修センター（ま
なびのやど福岡）

後援 生涯学習推進課

10 令和8年7月12日（日）10:00～15:30
青年交流茶会（第43回学校茶道
合流茶会・第56回青年部納涼茶
会）

茶道裏千家淡交会久留米学
校茶道連絡協議会

久留米シティプラザ 後援 生涯学習推進課

11 令和8年7月7日（土）18:30～20:00
久留米市民オーケストラサマーナ
イトコンサート2026

久留米市民オーケストラ
久留米シティプラザ六角堂
広場

後援 生涯学習推進課

12 令和8年6月28日（日）9:50～17:00
チェス・トーナメント第14回九州
チーム選手権in久留米

伊万里チェスクラブ
久留米市生涯学習セン
ターえーるピア久留米206･
207会議室

後援★ 生涯学習推進課

13 令和8年11月28日13:00～16:45
令和８年度福岡県「まなびのひろ
ば」北筑後ブロック研修会

福岡県PTA連合会北筑後ブ
ロックPTA連合会

久留米シティプラザ（ザ・グ
ランドホール）

後援 学校教育課

14
令和8年8月22日（土）9:30～12:00
令和8年8月23日（日）10:00～16:00

公益財団法人福岡県教育文化奨
学財団助成事業くるめJr.ブラス
バンド体験会＆コンサート

一般社団法人くるめJr.ブラス
バンド

石橋文化ホール 後援 生涯学習推進課

15
作品募集：令和8年7月1日～9月6日
入賞作品展：令和8年10月27日～11月1日
表彰式：令和8年10月31日

第31回-まちに、夢を描こう。-み
んなの西鉄バス・電車絵画コン
クール

西日本鉄道株式会社
展示・表彰式：福岡市中央
区天神ソラリアプラザ１階
ゼファ

後援 学校教育課

16 令和8年5月23日～令和9年3月13日
まるごと通信制フェスタ令和8年
度年度版in福岡エリア

株式会社リクメディア オンライン開催（ZOOM） 後援 学校教育課

17 令和8年7月4日（土）13:00～16:00 中国映画会 久留米市日中友好協会 石橋文化会館「小ホール」 後援 生涯学習推進課

18 令和8年7月10日～8月24日
安心安全ガイドブック筑後エリア
版

長島興産株式会社 久留米市立学校へ配布 後援★ 学校教育課

教育委員会後援事業等に関する報告

報告１－1
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№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

19
事業先品募集：令和8年6月～令和9年3月
式典：令和9年2月20日13:00

「第5回地球さんご賞小中学生作
文・エッセイコンクール」作品募集
及表彰式

地球さんご賞八女実行委員
会

八女市民会館おりなす八
女大ホール

後援 学校教育課

20 令和8年6月28日（日)15:00～18:00
音楽文化振興事業ミニオーケスト
ラによるオリジナルコンサート

横山潤音楽事務局 柳川市民文化会館 後援★ 生涯学習推進課

21 令和8年6月1日～12月31日
「サザエさんコラボ幸せ行動指
標」小学校配布協力のお願い

一般社団法人久留米青年会
議所

久留米市立小学校10校 後援 学校教育課

22
令和8年10月14日（水）～11月1日（日)
10:00分～17:00
※最終日11月1日（日）は16:00まで

令和8年度第75回久留米市総合
美術展

久留米市総合美術展実行委
員会

久留米市美術館１F 共催 生涯学習推進課

23 令和8年7月25日（土）14:00～15:30 子どものスマホ依存防止講演会 まなびあい・久留米
久留米シティプラザ大会議
室３

後援 生涯学習推進課

24 令和8年7月5日13:00～20:00 KURUME WRESTLE FESTIVAL Zakson Academy
久留米シティプラザ六角堂
広場

後援 体育スポーツ課

25 令和９年１月４日　９:00～1７:00 グランディールカップ FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（フィット
ネスエリア球技場（人工
芝））

後援 体育スポーツ課

26 令和8年7月1１日　9:00～17:00 グランディールカップ FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（フィット
ネスエリア球技場（人工
芝））

後援 体育スポーツ課

27
令和9年1月30日　9:00～17:00
令和9年1月31日　9:00～17:00

第30回三潴カップU12、第21回三
潴カップU10

FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（多目
的広場、フィットネスエリア
球技場（人工芝））

後援 体育スポーツ課

28 令和8年9月21日　9:00～17:00 グランディールカップ FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（フィット
ネスエリア球技場（人工
芝））

後援 体育スポーツ課

29 令和9年3月27日　9:00～17:00 グランディールカップ FCグランディール三潴
県営筑後広域公園（フィット
ネスエリア球技場（人工
芝））

後援 体育スポーツ課

30 令和8年7月31日10:00～8月2日13:00 子ども・パラダイス
ふくおか体験・教育旅行協議
会

うきは森林組合～図書館、
田主丸筑後川沿い、久留
米市竹野周辺

後援 学校教育課

31
令和8年11月23日10:00～
令和8年11月29日17:00

令和8年度福岡県高等学校総合
文化祭美術・工芸部門県大会

福岡県高等学校芸術・文化
連盟　美術・工芸専門部

久留米市美術館 共催 学校教育課

32
令和8年12月16日10:00～
令和8年12月20日17:00

令和8年度福岡県高等学校総合
文化祭書道部門県大会

福岡県高等学校芸術・文化
連盟　書道専門部

久留米市美術館 共催★ 学校教育課

33 令和8年1月29日9:00～15:30 第61回　筑後地区小学校音楽祭
筑後地区小学校音楽教育研
究会

久留米シティプラザ　グラ
ンドホール

後援 学校教育課

34 令和8年8月7日9:30～16:00
筑後地区小学校音楽教育研究会
夏期実技講習会

筑後地区小学校音楽教育研
究会

久留米市立高良内小学校
グリーンホール

後援 学校教育課

35
令和8年7月11日14:00～16:00
令和8年7月18日14:00～16:00

おみせやさんごっこ ～はたらくっ
てなーに～

kodomoto九州 石橋文化センター研修室B 後援 学校教育課

36 提出期限：令和8年9月30日
こどもたちによる”平和なまち”絵
画コンテスト２０２６

ピースフルくるめ推進協議会 なし 後援 学校教育課

37
令和8年12月11日10:00～
令和8年12月13日17:00

令和8年度福岡県高等学校総合
文化祭写真部門県大会

福岡県高等学校芸術・文化
連盟　写真専門部

久留米市美術館 共催★ 学校教育課

報告１－2
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№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

38 令和8年6月21日14:00～16:00
中高生のための専門職セミナー
「歯科医療って素晴らしい」

福岡県歯科保険医協会
久留米シティプラザ4階小
会議室

後援 学校教育課

39 令和8年7月11日（土）～8月30日（日）

夏の特別展Ⅰ（夏）「めざせ！！
シン「ヤバイ生き物」博士！！～
キケンだけど魅力的な生き物の
世界～」

福岡県青少年科学館
福岡県青少年科学館　1階
特別展示室

後援 学校教育課

40 令和8年8月1日12:30～16:30
令和8年度福岡県生活科・総合的
学習教育学会夏季研修会

福岡県生活科・総合的学習
教育学会

久留米シティプラザ 後援 学校教育課

41

令和8年7月10日10:00～12:00
令和8年7月11日10:00～12:00
令和8年7月14日10:00～12:00
令和8年7月16日10:00～12:00

子どもをのばす親になれる講座
非営利型一般社団法人日本
パーソナルコミュニケーショ
ン協会

7月10日11日オンライン
7月14日16日（南校区コミュ
ニティセンター）

後援 学校教育課

42

令和8年7月28日（火）10:00～16:00
　　　  7月29日（水）10:00～16:00
　　　  8月20日（木）10:00～16:00
令和9年3月25日（木）10:00～16:00

子ども人権プロジェクト（居場所） 子どもの人権を考える会
えーるピア久留米　210・
211研修室

後援 学校教育課

43
展示：令和9年2月10日～令和9年2月13日
10:00～16:00
表彰式：令和9年2月14日 10:00

2026年度「第28回久留米ユネス
コ協会　子ども絵画展」

久留米ユネスコ協会
石橋文化会館　市民ギャラ
リー

後援 学校教育課

44
大会：令和8年10月3日 12:30～17:00
エスカレーション：令和8年10月4日

第82回日本ユネスコ運動全国大
会in久留米

久留米ユネスコ協会 石橋文化ホール 後援 学校教育課

45 募集期間：令和8年7月～8月 「税の標語」の募集 久留米間税会 表彰方法：学校へ使送等 後援 学校教育課

46 令和8年7月4日10:30～15:30
第9回　KURUME BOOK
CAMPUS

KURUME　BOOK　CAMPUS
運営委員会

久留米大学地域連携セン
ター「つながるめ」

後援 学校教育課

47
令和8年6月1日～令和9年3月31日
10:00～18:00

ヒューマンアカデミー　こどもプロ
グラミング無料体験会

ヒューマンアカデミー株式会
社

久留米市上津町1918-5、
久留米市大善寺町456サ
ザンモール久留米内、久留
米市六ツ門町8-1久留米シ
ティプラザ

後援 学校教育課

報告１－3
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報告２－１ 

令和８年第２回（６月）久留米市議会一般質問回答要旨 

質 問 一 覧 ( 教 育 部 関 連 )

質 問 議 員 質  問  内  容 

＜代表＞ 

田中 功一 議員 

５ 教育行政について 

（１）今後の教育行政について

（２）教員の確保について

（３）特別支援学校について

轟 照隆 議員 

３ 市立学校の今後について 

（１）施設の老朽化について

（２）生徒の確保について

田住 和也 議員 
３ 熱中症対策について 

（１）市立学校について

石田 眞一郎 議員 
１ 人口減少、気候変動を踏まえた持続可能なまちづくりについて 

（２）気候変動を踏まえたまちづくりについて

イ 学校給食（ベジタリアン食、ヴィーガン食）について

佐藤 昌二 議員 

１ 原口和人議員の 3月議会代表質問の要望について 

（４）教職員に対するハラスメントについて 

ア 管理職の解決力、指導力の強化

３ 井上教育長の３期目の政策について 

（１）少子化時代の小学校、中学校、高校の統廃合の基準について 

（２）施設改善について 

（３）過大規模校への対策について 

（４）通学区域の改変について 

＜個人＞ 

甲斐田 義弘 議員 １ 学校統廃合による財源を活用した過大規模校対策について 

草場 公晴 議員 ３ 民間プール活用と学校体育支援の充実について 

生野 薫 議員 １ 学校給食費の未払いについて 

小林 ときこ 議員 

２ 学校給食無償化について 

（１）小学校給食の無償化について

（２）中学校給食の無償化推進について

（教育部関連） 
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報告２－２ 

令和８年第１回（３月）久留米市議会一般質問回答要旨 

質 問 一 覧 (市 民 文 化 部 関 連 ) 

質 問 議 員 質  問  内  容 

＜代表＞ 

石田 眞一郎 議員 

１ 人口減少・気候変動を踏まえた持続可能なまちづくりについて 

（１）持続可能なまちづくりについて

ア 物価高騰対策について

＜個人＞ 

中村 博俊 議員 ３ 久留米市スポーツ推進委員について 

（市民文化部関連） 
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報告２－３ 

代表

一括質問方式

【質問議員】  田中 功一 議員 

【質問要旨】  ５ 教育行政について 

（１）今後の教育行政について

【質問趣旨】  ①児童数の推計に基づく小学校統合の計画書の作成は検討しているのか。 

②小中一貫教育の特徴を踏まえたうえで、今後どう取り組んでいくのか。

③統合による財政効果についてどう捉えているのか。

【回答要旨】 １ 児童数の将来推計に基づく小学校統合の計画について 

 市教育委員会では、児童数や学級数の推計に基づく、市立小学校小規模化対

応方針を策定し、学校の小規模化の状況や老朽化の状況を踏まえて統合の取組

を進めているところです。 

 統合の検討対象校は、教育民生常任委員会でお示ししているとおり、現在、

過小規模校４校と小規模校 16校の計 20校となっており、複式学級の編成や老

朽化の状況に応じて優先順位を付けながら、対象校ごとに検討を進めておりま

す。 

２ 義務教育学校のメリットや取組事例の活用について 

 現在、屏水中学校区では、小中一貫教育を行う義務教育学校の設置に向けて

取り組んでいるところです。 

 小中一貫教育は、義務教育の９年間を見通した教育課程を編成し、小中学校

の垣根を越えた乗り入れ授業や教員の合同研修を通して、連続性・系統性のあ

る支援・指導を図ることができるものと認識しています。 

 今後の小中一貫教育の推進にあたっては、屏水中学校区の義務教育学校の検

証を行うとともに、学校や地域の状況、学校規模、地理的状況、施設の状況等

を踏まえて総合的に検討していきたいと考えております。 

３ 小学校統合による財政効果について 

 小学校の統合は、小規模化が進む中、子どもたちのより良い教育環境をめざ

した取組であると考えています。 

 そのうえで、統合に伴う財政効果については、新たに、スクールバスの運行

等の費用も必要となりますが、全体的には、維持管理費用の削減に繋がるもの

と考えております。 

 また、今後、改築や改修が必要となる学校数が減少するため、施設整備に関

する将来的な財政効果も期待されます。 

【質問要旨】  ５ 教育行政について 

（２）教員の確保について

【質問趣旨】   小・中学校において、必要となる教員の確保ができているのか、その現状と対

応を問う。あわせて、小中学校の正規教員の割合を問う。 

【回答要旨】 １ 教員の確保状況と正規教員の割合について 

 市立小中学校の正規教員の割合は、令和８年度において、小学校が約８８パ

ーセント、中学校が約８４パーセントとなっています。また、正規教員の代替

として常勤講師や非常勤講師を任用しておりますが、教員の欠員は、現在、小
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報告２－４ 

学校で１名、中学校で８名となっています。 

２ 教職員を確保するための対応について 

 市教育委員会では、教員の任命権者である県教育委員会に対し、正規教員の

適正な配置と安定的な確保について強く要望していきたいと考えております。

また、市教育委員会が行う代替講師の確保については、大学と連携して講師登

録の案内を行ったり、教員免許保有者で教職に就いていない、いわゆる「ペー

パーティーチャ―」の募集を行っております。このような取組を通して、出来

る限り教員の確保に努めていきたいと考えております。 

【質問要旨】  ５ 教育行政について 

（３）特別支援学校について

【質問趣旨】  ① 施設整備についての県の財政支援はどうなっているのか。

② 正規教員の割合及び教員の確保状況、異動のあり方について、現状と対応を

問う。

【回答要旨】 １ 県からの財政支援について 

久留米特別支援学校では、これまで、児童生徒の増加や施設の老朽化、バリ

アフリー化に伴う施設の改修や増築を進めており、令和６年度にはエレベータ

ー新設などを実施してきました。

しかしながら、これらの施設整備の財政支援は、国の補助制度のみとなって

おり、県からの財政的支援は受けておりません。 

２ 正規教員の配置や異動について 

現在の教員の配置については、116名の教員のうち正規教員は 39名で約 34％、

常勤講師や非常勤講師は 77名の 66％となっており、現時点において欠員はござ

いません。 

 また、平成 31年度より、県から毎年３名の特別支援教員免許を有する正規職

員の派遣を受けておりますが、新規採用職員であること、並びに、派遣期間が

３年と定められていることから、他の教員を指導できる専門的な知識経験を有

する教員の確保が課題になっております。 

２回目 

【質問趣旨】  県に対して、支援の強化を求めていいのではないか。 

【回答要旨】 １ 県への要望について 

 市教育委員会では、県内で市立の特別支援学校を設置している福岡市・北九

州市・大牟田市と合同で、県教育委員会に対する要望活動を行っており、施設

整備に関する財政支援や、教員の人事交流の充実などについて、毎年度要望し

ているところです。 

２ 正規教員の確保に向けた取組について 

 市教育委員会では、先ほどの４市合同の要望活動のほかにも、市独自の取組

として、定期的に県教育委員会を訪問し、正規教員の確保などの要望を行って

おります。 

 その中では、久留米特別支援学校へ派遣する教員の増員、３年間の派遣期間

の延長、学校運営の中核となる管理職等の教員の派遣などを要望しています。

その結果、今年度は、教頭職２名のうち１名が県からの派遣教員となっていま

す。 

今後とも、教員の任命権を有する県教育委員会に対し、久留米特別支援学校
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の状況を伝えるとともに、しっかりと施設整備並びに人員配置について、要望

していきたいと考えております。 

３回目 

【質問趣旨】  県の財政的な支援に関しては、市長からも要望してほしい。 

【回答要旨】  久留米特別支援学校の児童生徒の増加が続き、教室不足が生じていることや、

老朽化した施設があることについては、十分認識しております。 

そのため、今年度の予算においても、教室不足を解消するための校舎の増築

などの予算を市議会に提案しているところです。 

市としましても、特別支援学校の状況等を踏まえ、市教育委員会と連携しな

がら、県に対して必要な支援をしっかりと要望していきたいと考えております。 

一括質問方式

【質問議員】  轟 照隆 議員 

【質問要旨】  ３ 市立学校の今後について 

（１）施設の老朽化について 

【質問趣旨】  市立高校の老朽化の状況とその対応について問う。 

【回答要旨】 １ 市立高校の施設の状況について 

 南筑高校の複数ある建物のうち、最も古いものは昭和 40年度に建設された築

60年の建物であり、築 50年以上を経過している建物が学校全体の約 63％を占

めています。 

 久留米商業高校で最も古いものは、昭和 46年度に建設された築 54年の建物

であり、築 50年を経過している建物が学校全体の約 76％を占めています。  

２ 老朽化への対応について 

 市立学校では、建築基準法に基づく法定点検や教職員による日常的な点検を

通して施設の状況把握に努めており、学校とも協議しながら施設の改修や修繕

を計画的に進めています。 

 市立高校においても、最近では、令和７年度の南筑高校の屋内運動場外部改

修や、令和６年度の久留米商業高校の屋内運動場床改修工事などの大規模な改

修工事を実施しているほか、建物や設備の状況及び学校の要望を踏まえた修繕

を行っているところです。 

２回目 

【質問趣旨】  今後、施設の改修や建替えの計画はどのように考えているのか。 

【回答要旨】  市立高校を含む市立学校の施設の多くは、築 40年以上を経過しており、将来、

老朽化による改修や建替えが必要になることが見込まれています。 

 そうした中、学校施設の整備に関する国の補助制度において、高校に関する

ものは、産業教育を行うなどの特定の施設に限られており、一般的な教室棟や

管理棟には適用されないものとなっています。そのため、小中学校以上に財源

の確保が課題となります。 

 今後の市立高校の施設の改修や建替えについては、小中学校などの状況も踏

まえ、市立学校全体の状況を総合的に判断しながら、検討していく必要がある
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と考えております。 

【質問要旨】  ３ 市立学校の今後について 

（２）生徒の確保について 

【質問趣旨】  ここ数年の市立高校の志願倍率の推移を問う。 

【回答要旨】  市立高校における令和６年度の入学者から令和８年度の入学者までの志願倍

率は、南筑高校については、入学定員 240人に対して、令和６年度 1.20倍、令

和７年度 1.06倍、令和８年度 1.13倍 

 久留米商業高校については、入学定員 240 人に対して、令和６年度 1.16倍、

令和７年度 1.18倍、令和８年度 1.11倍となっており、両校とも定員を上回る

志願状況となっております。 

 また、令和８年度の入学者の志願倍率は、両校とも県内の公立高校の平均 1.04

倍を上回っている状況です。 

２回目 

【質問趣旨】   屏水エリアの義務教育学校の開校を目指すにあたり、課題の解決に向けてどの

ように取り組むのか。また、屏水エリア以外の検討はできないのか。 

【回答要旨】 １ 市立高校の志願動向について 

 少子化が進行する中、市立高校は、両校とも定員を上回る志願状況となって

おります。これは、長年築き上げてきた歴史と伝統、これまでの教育活動によ

って培われてきた信頼と実績が、受験生や保護者の方々に一定の評価をいただ

いているものと考えております。 

２ 今後の生徒確保について 

 市教育委員会では、少子化などによって生徒の確保が厳しくなる中、現在の

状況に甘んじることなく、対策を図る必要があると認識しております。そのた

め、学校の魅力化・特色化を図るとともに、卒業後の進路をしっかりと確保す

ることで、選ばれる学校づくりを進める必要があると考えています。 

 現在、南筑高校は、生徒が主体的に地域活性化や社会貢献に取り組む探究活

動のほか、スポーツキャリアクラスや大学進学を目指すクラスを設置し、進路

の実現に向けて生徒に寄り添った丁寧な指導を行っています。久留米商業高校

は、国のＤＸハイスクールの指定を受け、デジタル等の成長分野と商業高校の

強みである経営や会計の学習を通して、大学進学や就職の実績を上げています。 

 今後とも、こうした取組を充実し、生徒の確保による高校の活性化を図りな

がら、選ばれる学校づくりに取り組んでまいりたいと考えています。 

一括質問方式

【質問議員】  田住 和也 議員 

【質問要旨】  ３ 熱中症対策について 

（１）市立学校について

【質問趣旨】 学校現場での熱中症対策の現状と課題について伺いたい。 
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【回答要旨】 １ 現状について 

 各学校では、熱中症の事故防止に係る国の通知に基づく対応のほか、熱中症

警戒アラート等の情報を活用し、暑さ指数（ＷＢＧＴ）や児童生徒等の体調を

踏まえた活動を行っております。 

具体的には、登下校時も含めて、屋外での活動では、帽子の着用やテントの

活用などの暑さを防ぐ工夫や、こまめな水分・塩分補給及び定期的な休憩を取

るなどの基本的な対策を徹底し、熱中症の防止に取り組んでおります。 

また、設備面の対応としては空調機、ミストシャワー、大型扇風機などを配

備し、熱中症対策を行っています。 

２ 課題について 

 課題といたしましては、近年の想定を超えるような猛暑により、熱中症が疑

われるような体調不良を訴える児童生徒もいるため、効果的な熱中症予防の取

組を行っていく必要があると考えております。 

２回目 

【質問趣旨】 ネッククーラーの配布など、新たな対策を今すぐ行うべきではないか。

【回答要旨】   市教育委員会では、今後も猛暑が厳しくなることが予想されることから、児

童生徒の熱中症対策は重要であると考えております。 

他自治体では、ネッククーラーの配布のほか、水筒に冷水を補充する給水ス

タンドの設置、登校時に使用した冷却グッズを冷やすための冷凍庫設置などの

対策を行っている事例があります。

各学校では、家庭で用意した熱中症対策用品の登下校中の使用を制限してお

りませんが、市が配布するなどの新たな取組には、費用面や運用面での課題が

あると認識しております。 

そのため、すぐに行える取組として、まずは、各学校における現在の取組を

徹底してまいります。 

また、家庭の協力も不可欠ですので、保健だよりなどを通じて熱中症に対す

る注意喚起を行い、熱中症対策用品の利用や通気性のよい衣服の着用、適切な

水分補給などの対策を呼びかけていきたいと考えております。 

今後、他自治体の取組の効果や課題について情報収集した上で、どのような

対策が望ましいのか、校長会や保護者等とも意見交換を行ってまいりたいと考

えております。 

一括質問方式

【質問議員】  石田 眞一郎 議員 

【質問要旨】  １ 人口減少、気候変動を踏まえた持続可能なまちづくりについて 

（２）気候変動を踏まえたまちづくりについて 

イ 学校給食（ベジタリアン食、ヴィーガン食）について

【質問趣旨】  久留米市の学校給食で、ベジタリアン食やヴィーガン食を希望する児童生徒は

いるのか。提供を希望した場合には、どのような対応をするのか。 

【回答要旨】 市立小中学校及び特別支援学校においては、現在、ベジタリアンやヴィーガ

ンに対応した給食を希望する児童生徒はおりません。

ベジタリアンやヴィーガンでも食べることができる給食の提供を求められた
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場合は、現行の学校給食の調理体制による対応は困難であるため、基本的には

弁当を持参していただくことになると考えております。 

 

２回目 

【質問趣旨】   環境負荷軽減や食育、多様化への理解の視点は重要である。年１回でもいいの

で、ベジタリアンやヴィーガンでも食べることができる給食を提供できないか。 

 

【回答要旨】   学校給食法では「適切な栄養摂取による健康の保持増進」「望ましい食習慣を

養うこと」「食を支える人々への感謝の心を養うこと」などが給食の目標とされ

ています。 

そうした中、ベジタリアンやヴィーガンの児童生徒でも食べることができる

献立は、動物性の食材や調味料を使わないため、成長期の子どもに必要な栄養

素を国の基準どおりに満たすことが困難です。 

その一方で、児童生徒がベジタリアンやヴィーガン等を含めた食の多様性や

環境負荷の軽減等を学び、理解することは大切であると考えておりますので、

様々な教育活動の機会をとらえて、児童生徒の学びに繋げていきたいと考えて

おります。 

 

 

 

一括質問方式 
【質問議員】  佐藤 昌二 議員 

 

【質問要旨】  １ 原口和人議員の 3月議会代表質問の要望について 

（４）教職員に対するハラスメントについて 

         ア 管理職の解決力、指導力の強化 

 

【質問趣旨】   教職員のカスタマーハラスメント対応には、管理職の解決力、指導力の強化な

どが必要であると要望したが、その取組について問う。 

 

【回答要旨】  １ 基本的な認識 

         市教育委員会では、教職員へのカスタマーハラスメントの対応にあたり、教

職員が安心して教育活動に専念できる環境を確保するため、管理職の解決力、

指導力の強化とともに、組織的な対応が重要であると認識しております。 

２ 具体的な取組について 

市教育委員会では、管理職に対し、県教育委員会のガイドブックを活用した

チームによる対応の指導を行うことや、弁護士などの専門家に迅速に相談でき

る仕組みづくりなどを行って、管理職の解決力・指導力の強化を図っています。 

さらに、組織的な対応を徹底するために、小学校でも教科担任制・チーム担

任制を推進し、教職員の連携の強化、若年教員の対応力の強化を図っていると

ころです。 

 

 

【質問要旨】  ３ 井上教育長の 3期目の政策について 

（１）少子化時代の小学校、中学校、高校の統廃合の基準について 

 

【質問趣旨】   市立小・中・高校の統廃合は、どのような基準で進めるのか。 

 

【回答要旨】  １ 市立小中学校の統廃合の基準について 

42



報告２－９ 

小学校の学校規模については、国において「通常学級が１２学級以上１８学

級以下を標準とする」とされています。 

このことを踏まえ、市立小学校については「久留米市立小学校小規模化対応

方針」に基づき、通常学級が１２学級未満の小規模校を対象として、小学校統

合に取り組んでいます。 

中学校についても「小学校と同様の学級数を標準規模とする」とされており

ますが、市立中学校における小規模化対応に関する基準等は、現時点で策定し

ておりません。 

２ 市立高等学校の統廃合の基準について 

 市立高等学校については、両校とも、入学者定員を上回る志願状況が続いて

おり、統廃合に関する検討等は行っておりません。しかしながら、今後さらな

る少子化が見込まれることから、市立高校の魅力化・特色化を図り、生徒や保

護者に選ばれる学校づくりを進めていなかなければならないと考えております。 

 

 

２回目 

【質問趣旨】   市立中学校も小規模化が進むと考えるが、今後どう対応するのか。 

 

【回答要旨】   市立中学校についても、小学校と同様に、今後、小規模化が進むことが見込

まれるため、その対応は今後検討すべき課題であると認識しております。 

しかし、現時点においては、近年の急速な少子化に伴い、小学校の小規模化

が先行しているため、小学校の統合に優先的に取り組んでいるところです。 

中学校については、まずは学級数や生徒数の動向を注視してまいりたいと考

えております。 

 

 

【質問要旨】  ３ 井上教育長の 3期目の政策について 

（２）施設改善について 

 

【質問趣旨】   学校施設の改修や改築の現状と課題、今後の取組について問う。 

 

【回答要旨】  １ 現状と課題について 

本市の学校施設は、令和８年度現在、築 40年以上の建物が全体の約 58％、築

50年以上の建物が約 32％を占めており、老朽化が進んでいる状況です。 

また、児童数の増加等に伴う教室不足への対応や、バリアフリー化や省エネ

化などの社会的な要請による施設の整備も求められます。 

さらに、建設資材の高騰や、厳しい財政状況の中で、財源の確保も大きな課

題となっております。 

２ 今後の取組について 

 施設の老朽化や児童生徒数の状況、学校現場の意見などを踏まえ、施設整備

の必要性や緊急性を十分考慮しながら、国の補助制度を最大限活用し、取り組

んでいきたいと考えております。 

 

２回目 

【質問趣旨】   統合する学校の施設整備が進められているが、統合していない学校についても、

整備を進める必要があるのではないか。 

 

【回答要旨】   久留米市では、学校施設の築年数や劣化状況などから、その緊急性等を判断

し、改築や改修などに取り組んでおります。 
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そうした中で、小学校の統合や住宅の建設などによる児童生徒数の増加、並

びに特別支援学級の増加等によって教室不足が生じる場合には、校舎の増築や

レイアウトの変更などに伴う対応を優先的に実施することとしております。 

今後も、施設整備の緊急性や優先度をしっかりと見極めながら、市議会のご

意見もお聞きし、計画的な施設整備に努めていきたいと考えております。 

 

 

【質問要旨】  ３ 井上教育長の 3期目の政策について 

（３）過大規模校への対策について 

 

【質問趣旨】   過大規模校へのこれまでの対応と、今後の取組はどう考えているのか。 

 

【回答要旨】  １ 過大規模校への対応について 

小学校の過大規模校は、通常学級が 31学級以上の学校であり、令和８年度現

在、西国分小学校と南小学校が過大規模校となっております。 

これらの学校については、児童数や特別支援学級の増加等に合わせて、教室

の改修、校舎の増築などを行い、教室不足等への対応を図ってきたところです。 

２ 過大規模校の今後の取組について 

今後、少子化の進行に伴い、市立小学校の児童数は、全市的に減少していく

ことが見込まれています。 

そのため、現在の過大規模校も将来的には児童数が減少し、大規模校に移行

することが見込まれています。 

そのため、引き続き児童数・学級数の状況を注視するとともに、必要に応じ

て施設の改修等を行いながら、適切な教育環境の維持に努めていきたいと考え

ております。 

 

２回目 

【質問趣旨】   過大規模校については、今後、児童数が増えることも想定されるのではないか。 

 

【回答要旨】   市教育委員会が毎年度実施している、向こう６年間の各小学校における児童

数・学級数の見込みでは、現時点の住民登録者数に基づく推計によると、現在

の過大規模校も児童数の減少が見込まれています。 

その一方で、本市の過大規模校は、市の中心部に位置しており、周辺の土地

開発や高層マンションの建設等によって、推計どおりに推移しない可能性もあ

ります。 

そのため、今後とも、各学校の児童数・学級数の状況を注視しながら、学校

運営に支障が出ないよう、必要な対応を検討してまいりたいと考えています。 

 

 

【質問要旨】  ３ 井上教育長の 3期目の政策について 

（４）通学区域の改変について 

 

【質問趣旨】   小学校の統合や中学校への進学を踏まえると、小学校の通学区域の変更が必要

ではないのか。中学校も小規模化が見込まれるため、通学区域の変更が必要では

ないのか。 

 

【回答要旨】  １ 小中学校の通学区域について 

現在の通学区域は、過去の合併や学校の設置、地域の状況など、それぞれの

歴史的な経緯の中で設定されています。 
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そのような中、小学校の通学区域の変更については、通学距離の問題や登下

校時の安全確保、学校が変わることによる児童や保護者への影響が見込まれま

す。 

さらには、校区コミュニティ組織やその活動への影響も大きいことから、小

学校の小規模化への対応として通学区域を見直すことは困難であると考えてお

ります。 

２ 中学校の通学区域について 

市教育委員会としては、まずは、小学校の統合を優先して取り組んでいきた

いと考えておりますので、現時点では、中学校の小規模化対応については検討

を行っておりません。 

２回目 

【質問趣旨】 今後、小中一貫教育を進めていくならば、通学区域の見直しが必要ではないか。 

【回答要旨】  久留米市においては「１つの小学校から１つの中学校へ進学する校区」「複数

の小学校の全児童が１つの中学校へ進学する校区」「１つの小学校から複数の中

学校に進学する校区」などの進学形態があります。 

しかし、先程申しましたように、通学区域の変更につきましては、児童生徒

や校区コミュニティへの影響が大きいことから、慎重に進めるべき課題である

と考えております。 

そのため、現行の通学区域の枠組みの中で、それぞれの形態に応じた小中一

貫教育のあり方を検討していきたいと考えております。 

２回目 

【質問趣旨】  通学区域の変更も含めた小学校統合の取組について、教育長の考え方を再度問

う。 

【回答要旨】  通学区域の変更につきましては、児童生徒への影響に加え、校区コミュニテ

ィへの影響も大きいことから、現時点では、困難であると考えております。 

 したがいまして、小学校の統合については、現行の通学区域の中で進めてい

きたいと考えております。 

市教育委員会といたしましては、児童数の減少が、今後さらに進む中、小学

校の統合は避けては通れない課題であると考えております。 

 これまでの統合により、統合してよかったとの声もお聞きしています。その

ような成果も踏まえ、未来を担う子どもたちのより良い教育環境を確保するた

め、今後とも、小学校の統合については、丁寧にしっかりと取り組んでまいり

たいと考えております。 
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個人

一般質問方式

【質問議員】  甲斐田 義弘 議員 

【質問要旨】  ４ 学校統廃合による財源を活用した過大規模校対策について 

【質問趣旨】 久留米市の過大規模校の現状と学校施設の対応について問う。 

【回答要旨】 １ 市立小学校における過大規模校の現状 

小学校の過大規模校は、通常学級が３１学級以上の学校であり、令和８年度

現在、西国分小学校と南小学校が過大規模校となっています。 

２ 市立学校における施設整備の取組 

市立学校の施設整備につきましては、改築や外壁・防水・設備改修などの老

朽化対策工事、児童生徒や特別支援学級の増加に伴う教室不足に対応するため

の工事、バリアフリー化や省エネルギー化など社会的な要請に対応するための

工事など、児童数・学級数の動向や建物の劣化状況など総合的に判断し、国の

補助等を活用しながら計画的に行っているところです。 

３ 過大規模校の学校施設の対応 

このような中、過大規模校におきましては、学級数が増加傾向となり、教室

不足の課題が発生したため、南小学校においては令和元年度に、西国分小学校

においては令和２年度に増築工事を実施するとともに、レイアウト変更や教室

転用等に伴う改修を適宜実施しているところです。 

２回目 

【質問趣旨】  小学校統合に伴い削減された財源を活用して、過大規模校における学校施設の

整備などの対策をもっと進めるべきではないか。 

【回答要旨】 １ 小学校統合とその効果について 

小学校の統合は、学校の小規模化が進む中、全学年でクラス替えができる、

子どもたちにとって、より良い教育環境を目指して取り組んでおります。 

 また、統合に伴い、小学校の維持管理経費の削減や学校数が減少するなど、

一定の財政的な効果があるものと考えておりますが、一方では、スクールバス

等の新たな経費や本市の学校施設の老朽化への対応なども踏まえる必要がある

と考えております。 

２ 過大規模校の施設整備について 

 そのような中、過大規模校の施設整備につきましては、市立学校全体の計画

的な整備を進めていく中で、適宜、取り組んでいく必要があると考えておりま

す。 

３回目 

【質問趣旨】 過大規模校の施設整備に手厚く予算を付ける考え方はないのか。 

【回答要旨】  各学校では、その規模にかかわらず、児童生徒・家庭・地域の状況などを踏

まえながら、特色ある教育が実践されております。 

 特に、規模が大きい学校では、多様な個性や得意分野を持つ子ども同士が切

磋琢磨したり、集団による多彩な活動や集団同士で競い合うなど、規模を活か

した学校活動が行われているところです。 
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 そうした中、過大規模校からは「特別教室や体育館などの利用に関する調整

が必要である」「児童数に比べて遊具の設置が少ない」などの意見をいただいて

おります。 

 学校施設の整備につきましては、児童数・学級数や教室数の動向、老朽化の

状況、また、先ほどの過大規模校の状況なども踏まえながら、子どもたちの適

切な教育環境の整備に努めてまいりたいと考えております。 

一問一答方式

【質問議員】  草場 公晴 議員 

【質問要旨】  ３ 民間プールの活用と学校体育支援の充実について 

【質問趣旨】   水泳授業の民間活用の現状、事業実施における課題、近隣に民間プールがない

学校への対応の課題認識について問う。 

【回答要旨】  市立小学校では「児童の安全安心の確保」「児童の泳力向上」「教員の負担軽

減」などを図るため、民間プールを活用した水泳授業を令和７年度から計画的

に進めており、令和８年度は小学校 42校中 12校で実施する予定です。 

 事業の実施にあたり、バスによる移動時間や水泳の授業が年間を通して実施

されることによる教育課程の調整が課題になるものと考えておりましたが、学

校と事前に協議を行ってきたことで、特に問題は生じておりません。 

 また、近隣に民間プールがない学校については、さらに移動時間がかかると

いうことが課題であると認識しており、その時間を有効に活用する方法を検討

していく必要があると考えております。 

２回目 

【質問趣旨】   民間プールを活用する学校とそうでない学校では、水泳授業の内容に違いが生

じるが、それに対する教員委員会の見解を問う。 

【回答要旨】  水泳の授業内容は、学習指導要領に基づいて実施していることから、学校と

民間プールでの違いはないものの、水泳指導に携わるインストラクターの専門

的な知識や技術を活用できることから、水泳技能の習得に向けた専門的かつ効

果的な指導が期待できるものと認識しております。 

 さらに、民間プールは屋内であることから、天候に左右されず、計画的に授

業ができることや、プールの維持管理が不要となるなど、施設の環境面におい

てのメリットもあります。 

 このような効果があることから、本市としましては、水泳授業の民間プール

活用を早期に進めていきたいと考えているところです。 

３回目 

【質問趣旨】  民間プールの活用ができていない学校の教員負担について、どのように認識し

ているか。 

教員の中には、水泳授業への不安感もあると聞いているが、教員の心理的負担

感に対する現状の認識と支援体制について問う。 

【回答要旨】   学校のプールで行う水泳授業は、これまでと変わらず、水質管理や安全管理、
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熱中症への対応等、教員の負担は大きいものと認識しています。 

 そのため、教員の負担軽減の面からも、民間プールの活用を進めていきたい

と考えております。 

 また、教員の水泳授業に係る支援体制につきましては、初任者研修において、

実際にプールを使用した水泳運動の指導技術の習得や、心肺蘇生法などの研修

受講を必須としております。 

 さらに、学校のプールでの水泳授業は、担任のほか、管理職などの教員が加

わった複数体制で、指導や見守りを行っており、教員の心理的不安の解消に努

めています。 

４回目 

【質問趣旨】  福岡市では、水泳授業を含めた体育の授業に、元アスリート等を派遣する取組

が行われているが、久留米市はどう評価するのか。 

【回答要旨】 アスリートやオリンピックの出場経験者が学校の教育活動に参加し、子ども

たちとふれ合う機会を持つことは、有意義なものと考えております。 

また、各自治体においては、学校規模や学校数、プールなどの施設の状況や、

アスリートなどの人材確保、財政状況などを総合的に考慮したうえで、地域の

実情に応じた取組が行われているもの認識しております。

５回目 

【質問趣旨】  水泳授業も含めた体育の授業への民間人材の活用について、他市の調査や研究

は行っているのか。また、今後のロードマップを問う。 

【回答要旨】   水泳授業の取組調査におきまして、民間プールがある自治体では、その活用

を中心として取り組んでいる場合が多い状況です。 

また、民間プールがないなど、その活用が難しい自治体では、 

・学校のプールを集約した複数校での共同利用をしている場合

・学校のプールの維持管理業務を委託して、教員の負担軽減を図る場合

・学校のプールで外部指導者と連携した取組を行っている場合

など、地域の実情に応じた様々な取組が行われております。

体育の授業につきましては、委託などによる民間人材の活用に関する調査や

研究は行っておりません。 

今後のロードマップにつきましては、久留米市は民間プールを活用すること

が可能であることから、まずは、小学校 26校について、計画的に進めていきた

いと考えております。 

なお、体育授業への民間人材の活用につきましては、委託ではありませんが、

ボランティアによる外部指導者としての活用を行っている学校があることは承

知しております。 

６回目 

【質問趣旨】  水泳授業に限らず、学校体育の支援における民間人材の派遣について、モデル

的に実施実験を考えてほしいが、市の見解を問う。 

【回答要旨】   水泳授業の民間プールの活用につきましては、まずは、現在計画している小

学校 26校での実施を円滑に進めてまいります。 

 また、その他の学校についても、学校との協議や事業者との意見交換を行っ

ていきたいと考えております。 
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 体育の授業における民間人材の活用につきましては、（ただいま事例をご紹介

いただいた）福岡市の事例も含めた自治体の情報収集を十分に実施しながら、

校長会との意見交換を行ってまいりたいと考えております。 

一問一答方式

【質問議員】  生野 薫 議員 

【質問要旨】  １ 学校給食費の未払いについて 

【質問趣旨】 学校給食費の収納方法はどのようになっているのか。 また、未納の発生要因

と、令和７年度に生じた未納の状況について問う。 

【回答要旨】   学校給食費は、基本的に、各学校において、他の校納金と合わせて口座振替

で収納しています。 

未納が発生している主な要因としては、国の調査によりますと、保護者の経

済的問題のほか、給食費の納付に対する保護者の認識の希薄さなどがあるとさ

れており、久留米市でも同様であると考えております。 

次に、令和７年度に発生した学校給食費の未納の状況は、徴収総額約１３億

円のうち、未収率は０．１３％、金額として１６７万４千円、未納者は９２人

となっており、近年は同程度の水準で推移しています。 

２回目 

【質問趣旨】 未納が発生した場合、学校としてどのように対応しているのか。 

【回答要旨】   未納が発生した場合、まずは保護者に対して文書で支払いを促し、それでも

未納の場合は、電話や戸別訪問で支払いを要請しています。そのほかにも、児

童手当からの直接徴収制度の案内などを行っています。 

また、支払いが困難な保護者に対しては、就学援助等の支援制度の案内も行

っています。 

３回目 

【質問趣旨】  児童手当からの直接徴収は、とても有効だと思っているので、改めて制度概要

と実績を教えてほしい。 

【回答要旨】   児童手当からの直接徴収制度は、保護者からの申し出がある場合に、児童手

当の支給額から学校給食費等の金額を前もって差し引き、その残額を保護者に

支給するものであり、未納がある保護者に対しては、制度の活用を依頼してい

ます。 

 令和７年度の実績は、児童手当が年６回支給される中で、件数としてのべ５

４９件、収納額が合計１，１１１万５千円となっており、件数、収納額とも増

加しています。 

４回目 

【質問趣旨】   国は、教員の業務負担の軽減に向け、学校給食費の公会計化を推進しているが、

公会計制度の導入にあたって課題はあるのか。 
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【回答要旨】   学校給食費の公会計化については、教職員の業務負担の軽減等の効果が見ら

れる一方で、業務システムの導入・運用にかかる経費が必要になることや、教

職員に代わって徴収事務にあたる人員の確保などの課題があると認識していま

す。 

５回目 

【質問趣旨】  課題があるのは分かったが、公会計制度の導入にはメリットがあるので推進す

べきと考える。市はどう考えているのか。 

【回答要旨】   公会計制度の導入については、国が導入を推進していることは認識しており

ます。その一方で、先ほど申し上げたような課題もございます。 

 今後、既に導入している他自治体の情報収集などを行うとともに、国の動向

等も注視していきたいと考えています。 

一問一答方式

【質問議員】  小林 ときこ 議員 

【質問要旨】  ２ 学校給食無償化について 

（１）小学校給食の無償化について 

【質問趣旨】   小学校給食費の無償化によって、市の一般財源の負担は、どの程度軽減になる

のか。 

【回答要旨】  令和８年度より、国の制度に基づく小学校給食費の抜本的な負担軽減制度が

始まり、保護者による給食費の負担はなくなっております 

 市の一般財源としては、経済的に厳しい家庭に対する就学援助制度で給食費

相当額を給付しております。 

 今回の負担軽減制度により、就学援助世帯の児童も国の交付金の対象となっ

たため、その分の就学援助費が削減されています。 

そのため、一般財源としては、約１億５千万円の減少となっています。 

２回目 

【質問趣旨】 久留米特別支援学校小学部の給食費の対応状況について尋ねる。 

【回答要旨】   今回の抜本的な負担軽減制度は、久留米特別支援学校小学部の児童の給食費

についても適用されています。そのため、市立小学校と同じく、令和８年度の

保護者負担はなく、年度当初から負担を求めておりません。 

３回目 

【質問趣旨】  食物アレルギーなどで給食を食べることができない児童に対する給付が求めら

れているが、どのような検討をしているのか。 

【回答要旨】   国の小学校給食費の抜本的な負担軽減制度において、アレルギーなどで給食

を食べることができない児童の取り扱いについては、各自治体の判断に委ねる

ものとされています。 
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 他の自治体の中には、食物アレルギーや不登校などにより給食を食べること

ができない児童生徒の保護者に対し、給食費相当の給付を行っている自治体が

ありますが、対象者の範囲や対象期間など、その制度内容は様々です。 

         そのため、他自治体の状況や実施に際しての事務負担等も考慮しながら、実

施するかどうかも含めて検討してまいりたいと考えております。 

 

 

【質問要旨】  ２ 学校給食無償化について 

        （２）中学校給食の無償化推進について 

 

【質問趣旨】   学校給食費の無償化の意義について、市の認識を問う。 

 

【回答要旨】   小学校給食費の抜本的な負担軽減は、国が示すように、物価高騰の中で保護

者負担となっている学校給食の食材費の負担軽減を通じた子育て支援として実

施されているものと考えております。 

         また、結果として、学校給食費の徴収等にかかる教職員等の負担軽減にもつ

ながるものと認識しております。 

 

２回目 

【質問趣旨】   中学校給食費の無償化にはどのくらいの予算が必要か。また、小学校分で軽減

された一般財源を中学校給食費の負担軽減に上乗せできないのか。 

 

【回答要旨】   中学校給食費の無償化には、新たに約４億２千万円の財源が必要となります。 

         なお、令和７年度の小学校給食費支援事業で活用していた国の物価高騰対応

重点支援地方創生臨時交付金は、恒常的なものではなく、給食費に限らず様々

な物価高騰対策に活用される目的で交付されたものです。 

 また、小学校給食費の負担軽減に伴って削減された一般財源についても、市

全体の事業動向などに応じて判断されるものと考えております。 

         中学校給食費の負担軽減については、自治体間で格差が生じることがないよ

う、本来、国が取り組むべきものと考えております。 

         今後とも、国の動向を注視するとともに、引き続き国に要望してまいります。 
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代表 

一括質問方式

【質問議員】  石田 眞一郎 議員 

【質問要旨】  １ 人口減少・気候変動を踏まえた持続可能なまちづくりについて 

（１）持続可能なまちづくりについて 

ア 物価高騰対策について

【質問趣旨】  物価高騰対策としてどのような取組を行っているのかを問う。 

【回答要旨】 １ 物価高騰対策の取組について 

 物価高騰対策については、国の交付金を活用し、令和７年度の補正予算か 

ら切れ目なく実施しており、８年度の予算にも計上しています。 

 まず、「市民の皆様への経済的支援」の取組として、食料品等の物価高騰 

に対応した給付金の支給や、子育て世帯の負担軽減を図るための中学校・保 

育所等への給食費支援、プレミアム商品券発行への支援などを進めておりま 

す。 

次に、「地域経済の活性化を促す取組」として、農業分野におけるスマー 

ト農業機械や夏期の高温対策のための機器の導入への支援を行うとともに、

中小企業の賃上げ環境整備を目的とした、企業が行う先端設備等の導入への

支援や、奨学金の代理返還制度を導入する企業への支援などを行う予算を計

上しております。

さらに、「市民生活に密着したサービスへの支援」として、エネルギーや 

食料品価格高騰の影響を大きく受ける高齢者施設や障害者施設・保育所等へ 

の電気代等の支援などに取り組んでおります。 

これらの取組を通じて、広く市民の皆様や事業者の皆様の物価高騰による 

影響の緩和を図ってまいりたいと考えております。 

２回目 

【質問趣旨】 物価高騰が見込まれるなか、市民に対し家計管理の重要性や手法を学ぶ機会を提

供することが大切であり、北九州市の生涯学習講座等を参考に、久留米市でも生

涯学習として取り組んではどうか。 

【回答要旨】 １ 家計管理等の学習について 

 物価の高騰が見込まれる中、市民の皆様がより安定した生活を送るために 

「お金」について学ぶことは重要であり、家計管理に関する講座を開催する 

など学習機会を提供することは、市としても大切な視点であると認識してお 

ります。 

 こうしたことから久留米市におきましても、「お金」に関する教育を推進 

する金融経済教育推進機構の講演会開催における周知広報や、地域への事業 

の紹介、困窮世帯を対象とした家計改善支援事業などを行ってまいりました。 

２ 今後の取組について 

 ご質問の生涯学習の視点からの取組につきましては、今後、本市の生涯学 

習を担う団体と位置付けております「公益財団法人 スポーツと学びの財団」 

と、市民の皆様のニーズや優先度などを協議しながら、家計管理の重要性や 

手法を学ぶ機会の提供について、検討してまいりたいと考えております。 
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報告２－１９ 

個人 
 

一問一答方式 
【質問議員】  中村 博俊 議員 

 

【質問要旨】  ３ 久留米市スポーツ推進委員について 

 

【質問趣旨】  市のスポーツ振興に大きな役割を果たしている「スポーツ推進委員」の現状を問

う。 

 

【回答要旨】    スポーツ推進委員は、スポーツ基本法に基づく特別職非常勤職員でございま

す。久留米市では、1期 2年の任期、月額 5,300円の報酬にて教育委員会が委 

嘱しており、地域住民のスポーツに対する理解を深める活動や指導助言、行政

や学校、校区などが行うスポーツ行事への協力、連絡調整などを役割としてお

ります。 

 また、現在 102名の委員全員で構成されている「久留米市スポーツ推進委員 

連絡協議会」にて、スポーツに関する知識・技術習得の研修や、委員相互の連

携・協力体制の構築、情報交換などにも取り組まれているところです。 

 そういった自己研鑽なども行いながら、熱意を持って活動されており、市民

スポーツ推進の中核を担う人材として欠かせない存在であると考えております。 

 

２回目 

【質問趣旨】   スポーツ推進委員によって活動に温度差があると聞く。また、協議会の会費に

ついていろいろな意見があるようだが、そのような課題をどう認識しているか。 

 

【回答要旨】  スポーツ推進委員の活動は、お住いの校区でのスポーツ行事の企画運営や 

住民へのスポーツ指導のほか、全市的なイベントや大規模大会等への従事協 

力など様々でございます。 

全市的な行事については、仕事の都合や校区での役割など個人ごとの事情 

もあり、協力頻度に差はあるものと認識しております。その解消を図るため 

の工夫として、スポーツ推進委員連絡協議会では、参加・協力 1回ごとに、会 

費を原資とする手当てを支給するといった取組がなされております。 

しかしながら、その会費徴収や使い方の是非について関係者等から問題提 

起もなされており、市といたしましても、市民スポーツを推進していくにあ 

たり、その整理を課題として認識しているところです。現在、協議会内で会 

費のあり方などの検討が進められており、より良い会の運営と活発なスポー 

ツ推進委員の活動につながる議論がなされていくものと考えております。 
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